
 

  

 

 

 

 

201  2019.03.13 Wednesday 

 

ボニタツェ。 

  

聞きなれない言葉ですね、 

日本語では成犬繁殖検査。 

  

クリサジークが成犬になり繁殖をしても良い犬かどうかの検査をさす言葉。 

この検査に合格しなければお父さんお母さんにはなれません。 

 （ボニタツェの様子） 

 

                                  

そして合格犬の血統証にはチェコのクラブで合格の印が捺されます。 

     

        

チェコチェコの小型犬プラシュスキー・クリサジーク 

チェコチェコ共和国原産の小型犬プラシュスキー・クリサジークをチェコと協力してブリードしている PKJ 

プラシュスキー・クリサジーク・クラブ・オブ・ジャパンのブログ 

チェコの小型犬プラシュスキー・クリサジーク 

ボニタツェ  *****ＰＫＪの大事な仕事です***** 

お知らせ**** 

 



こうして合格したクリサジークは 

新しい生命を次の世代に受け継ぎます。 

  

骨格や性格などを見極め欠点を補う相手を決定します。 

 

  

 

 

昨 

2016.04.11 Monday 

 

昨秋のボニタツェで 

合格したクリサジーク達が 

お父さん、お母さんになっています。 

 

チェコから来た 

綺麗な歯の男の子。 

お父さんになりました。 

 

 

 

お母さんになりました。 

しっかりした体で 

安心の子育てをしています。 

秋ボニタツェに合格した犬達がパパとママになってます。 

 

 

http://www.krysarik.net/pappy.html


 

彼女の仔犬、２月 8日生まれのオス２頭 

飼い主さん募集中です。 

 

私もママになりました。 

 

 

私もママになりました。 

 

彼女達の仔犬は、すでにご予約済みです。 



 

PKJは、チェコのクリサジーク・クラブ流に 

繁殖をすることで、チェコから血統書を 

いただいております。 

 

ルールのひとつに、 

「生後三ヶ月までは母犬の元で育てる」 

というものがあります。 

 

同じ屋根の下にいる 

というだけではなく、 

母犬や兄弟犬達と触れ合って 

社会性を身につけ、 

精神を安定させ、 

健やかな犬に育つように…との 

目的の元に決められたルールです。 

 

人間の場合も触れ合うことは 

「脳機能」に良いそうですね。 

 

繁殖者の都合や 

飼い主さんの都合で 

生後３ヶ月頃は、 

スケジュール的に難しく、 

結果、仔犬に辛い思いを 

させてしまう…という場合は、 

仔犬のしあわせを一番に考えて 

柔軟に対応させていただく場合も 

ありますが、基本的な規則として 

みんなできちんと守っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

2016.02.18 Thursday 

 

昨年９月に 

ボニタツェが再開されたことを 

お伝え致しました。 

 

今回から 

合格した犬、つまり、 

未来のクリサジーク達の 

祖先となる犬達には 

「DNAの登録」が 

必要となりました。 

 

 

                                     私も登録しました。 

      

私も登録しました。 

私も登録しました。                             私も登録しました。  

      

 

私も登録しました。                          私も登録しました。 

ボニタツェ合格犬に DNA登録が必要になりました 

 

 

 



     

 

今回は 10頭程の 

クリサジークが 

DNAを検査機関に登録しましたよ。 

 

全員のお写真が紹介出来なくて 

すいません、汗。 

 

 

クリサジークは、 

同じ犬種同士だから 

オスとメスならば 

交配出来るかというと 

そうではありません。 

 

ボニタツェでわかった 

個体の長所と短所を理解し、 

それを補い合う相手を 

繁殖コーディネーターから 

推薦してもらい、 

第 1候補～第 3候補までを 

予め、申請しなければ 

なりません。 

申請した相手以外と 

交配する場合はまた 

新たに申請を出さなければ 

なりません。 

(申請料も必要です） 

 

 

DNA検査が 

必須となったことで 

＜親子鑑定＞が可能となり、 

万が一、親子を疑う時や 

良くない傾向、良い傾向が 

伺われる場合の判断材料が 

増えたことになります。 



 

 

 

 

2015.10.22 Thursday 

 

前後してしまいますが、 

９月に東京でボニタツェを行いました。 

 

  私達も受けました。 

 

ボニタツェとは、 

繁殖に用いたい犬が 

親犬として適任か否かを 

決める検査で、１歳～１歳半の間位に 

受けるのがベストです。 

 

（初めての交配は、３回目のヒート 

の時が望ましいと言われています。） 

 

犬として普通であっても 

犬種の特性が弱いという 

こともあれば、自然な出産が 

難しい個体である…等も 

減点対象となる厳しい検査です。 

 

とくに近年は 

小さ過ぎる犬と歯に問題がある犬に 

対して厳しく審査されています。 

基準サイズかどうかを特殊な計測器で測ります。 

 

９月、ボニタツェを行いました。 

 

 

 



ヨーロッパでは 

どの犬種にもそれ相当の 

検査が単犬種クラブで行われているようです。 

 

日本では JKCが一括して 

血統管理をしている関係で 

ボニタツェ（成犬繁殖検査）は行われません。 

 

クリサジークは超小型犬。 

 

ゆえに、 

弱々しい個体ではなく、 

犬としての特徴、 

犬種としての特性、 

自然分娩が可能な力 

子犬を育てる能力 etcを備えていなくては 

犬種が途絶えてしまう可能性があるからです。 

 

元気で素直、 

ヒトにも動物にも 

明るく接することが出来る 

クリサジークらしい犬を 

子々孫々残すためにも 

ボニタツェは大切な検査。 

 歩様、性格、飼い主との関係等も・・・。 

貴族の抱き犬だった所以でしょうか。 

 

ここ数年、検査が出来なかった 

こともあって今回はたくさんの 

クリサジーク達が検査を受けてくれました。 

 

彼らは未来の 

クリサジークのご先祖様！ 

（気が早い話…ではありますが） 

 

来年はベビー・ラッシュになるのでしょうか。今から楽しみです。 

 



 

  

2015.08.11 Tuesday 

 

今年の４月、 

チェコ本部の大きな会議で 

PKJの石川副代表が、 

「繁殖コーディネーター」 

として認められました。 

 

これを機に 

PKJでは、ボニタツェを 

再開出来ることになりました。 

 

９月６日（日） 

東京にて開催致します。 

 

 

ボニタツェは、 

１歳以上の、将来、繁殖を希望する成犬が、 

親になれる資質を有するかどうかの検査です。 

 

ヨーロッパでは 

クリサジークに限らず、 

様々な犬種で検査が行われています。 

 

（チェコ本国では当たり前の 

検査だったので、日本にボニタツェの 

制度が無いことを最初は信じて 

もらえなかった位です） 

 

 

７年前、岐阜県でボニタツェに合格。 

 

合格すれば、 

ボニタツェを９月に実施します。 

月４日生まれの子犬達と生家で３ヶ月を過ごす理由 

 

 



チェコ本部に登録され、 

規則に則った繁殖が可能となります。 

 

また、繁殖犬の義務として 

登録料の発生や去勢や繁殖停止、 

死亡等の届け出が必要になります。 

 

PKJ会員の皆様には 

すでに一斉同報メールにてご一報させていただきました。 

 

ボニタツェ前には 

必要な検査などもありますので 

早めのお申込をお願い致します。 

 

詳細は、ご連絡をいただいた方に後日お送り致します。 

 

 

 

 

2008.02.13 Wednesday 

 

絶滅の危機に瀕していたクリサジークを 

復活させた第一人者は故ヤン・フィンデース氏です。 

 

そのフィンデース氏から 

絶大な信頼を受け、アジア圏のクリサジークの 

繁殖や血統管理などを任されたのが 

PKJ（プラシュスキー クリサジーク クラブ オブ ジャパン）代表の山口 環さん。 

 

←彼女がやるなら、と、チェコの PK クラブ（クリサジークの犬種クラブ）と 

チェコケンネルクラブから 

日本支部が承認されたわけです☆ 

彼女は、世界で数人、 

アジア圏では一人しかいない 

クリサジークのボニタツェ（繁殖検査）審査員です。 

 

ボニタツェとは、 

成犬になった際、親になれる素養に満ち足りているか否かを 

体格や性格などから判断する検査で、 

ヨーロッパでは、クリサジークのみならず、 

あらゆる犬種で行われています。 

 

こうしてかの地の方々は犬種を代々守って来ました。 

 

どの犬種にも大切な検査ですが、 

特に、クリサジークのように、 

もともとの血統が濃い犬種の場合は 

子孫が疾患を抱えず、健全に育つためにも重要です。 

ボニタツェ 

 

 

 



クリサジークは超小型ですし。 

 

アジア圏では、PKJ代表が全責任を担って 

検査をしています。 

 

血統が濃い犬種であるということは、 

検査に合格した犬同士であっても 

時には、思わぬ異変がないとは言えません。 

 

そこを、細心の注意を払って、 

個体の体格や性格や特性のみならず、 

先祖のことも頭に入れて 

検査をするのがボニタツェ審査員の仕事です。 

 

今後のクリサジークとそのご家族の幸せのために 

とても大切な検査である、と言えます。 

 

検査後は、審査員が客観的に見た 

個体の長所や短所が述べられます。 

 

飼い主さんにとって辛いコメントもありますが、 

日本にいるクリサジークの大半は、 

山口家で生まれ育った犬の子孫ですから 

審査員ご自身も辛いかもしれませんね。 

（ほかの数頭も山口さんがチェコから連れて帰って来た犬ですし） 

でも、日本のクリサジークを 

大切に守り育てるためには必要なことです。クリサジークらしいクリサジークを 

日本に定着させたい、と、私たちは願っています。 

 

そのためにも、繁殖をご希望なら 

ボニタツェの結果をしっかり踏まえて 

お相手を審査員と相談してくださいね。 

 

「歯に問題のないお相手を選びましょうね」 

「はい」 

 


